
 

 

 

 

 

 

 

環境ニュース 第 85 号 平成 23 年４月 1日 

環境ニュース 第 79 号 平成 22 年４月 1日 

 

クリーンステーションのご相談はコチラまで！  名越クリーンセンター（℡：24-1097） 今泉クリーンセンター（℡：44-5344） 

デジタルカメラ・ 
携帯ゲーム・時計など 
に使われる「小形充電 
式電池」、「ボタン電池」 
などは、市で回収でき 
ません。それらの電池 
にはニッケルやコバル 
ト、カドミウム、水銀 
など希少な金属が使わ 
れており、リサイクルされます。お店の回収ボックスに入れてください。 
（電池にはセロハンテープを貼って、絶縁してください。） 

参考：社団法人ＪＢＲＣ（℡03-6403-5673）、社団法人電池工業会（℡0120-266-205） 

 

先日、危険有害ごみの資源化施
設で「小形充電式電池」による爆
発事故がありました。大事故につ
ながる可能性もあるので、分別に
ご協力ください。 

店舗 住所 電話

イトーヨーカ堂大船店 大船6-1-1 47-5211

コープかながわ西鎌倉店 西鎌倉1-21-18 32-5422

ホームセンターコーナン

鎌倉大船店
岡本1188-1 42-8301

西友大船店 大船1-25-30 44-8511

危険有害ごみは、「乾
電池」、「スプレーカン」
など、種類ごとに別々の
袋に入れて出してくだ
さい。 

※その他、家電量販店にも設置されています。  （順不同） 

エコラ エコラ 

環境ニュース第 83 号で参加者の募集をしました「エコライフ鎌倉」の集計がまとまりましたので、結果を発表しま

す。（「エコライフ鎌倉」とは、地球温暖化防止月間である 12 月のうち、12 月 12 日（日）をエコライフデーとして、地

球温暖化防止のために、みんなで二酸化炭素排出量を減らし、その削減量を集計するものです。） 

これは、およそ 80 年生のスギ林約

0.8ha（スギ約 460 本）が１年間に吸収

する二酸化炭素の量に相当していま

す。一人あたりでは約 567g（昨年約

654g）削減となります。 

●参加者数 

●問い合わせ先 
環境政策課(℡61-3421 HP：http://www.city.kamakura.kanagawa.jp/kankyo/kankyo1.html） 

 

 

市内小中学生とそのご家族、事業所、自治・町内会の皆様など

に参加していただきました。ご協力本当にありがとうございました。 

 

●二酸化炭素削減量 

（昨年 10,409 人） （昨年約 6,809kg） 

●実施率の高かった項目と低かった項目 

      

高！

！ 

 

☆ご飯やおかずを残さず食べた  68％ 

☆冷蔵庫のとびらをすぐ閉めた  65％ 

 

☆エコ商品を使った（省エネ電球や環境ラベルのついたもの） 29％ 

☆電化製品を使わないときは、主電源を切るかコンセントからプラグをぬいた  38％ 

 

 「環境税」とは、環境資源の消費、利用に対して課税し、市場のルールに環境利用コストを織り込むこと

で、環境資源の浪費を防ぐことを意図したものです。平成 23年度税制改正大綱（平成 22年 12月 16日

閣議決定）には「地球温暖化のための税」の導入が盛り込まれました。 

低… 


